
広
島
県
の
角
筆
文
献

一
、
は
し
が
き

小

林
　
　
芳
　
　
規

鉛
筆
や
万
年
筆
な
ど
の
近
代
的
な
筆
記
具
が
発
明
さ
れ
て
日
常
生
活
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
毛
筆
が
主
要
な
筆
記
具
で
あ
っ
た
。
毛

筆
は
、
そ
の
毛
に
墨
水
を
含
ま
せ
て
、
和
紙
な
ど
に
色
黒
々
と
文
字
な
ど
を
書
く
た
め
の
用
具
で
あ
る
。
時
に
は
朱
色
や
白
粉
な
ど
の
色
彩
で
書
く

こ
と
も
あ
る
が
、
毛
筆
で
書
か
れ
た
文
字
は
、
黒
に
せ
よ
、
朱
に
せ
よ
、
白
に
せ
よ
、
〝
色
″
に
よ
っ
て
紙
面
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

近
代
的
な
筆
記
具
が
発
明
さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
の
毛
筆
が
、
唯
一
の
筆
記
具
で
あ
っ
た
と
、
今
ま
で
漠
然
と
考
え
ら
れ
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
、
毛

筆
と
は
別
の
も
う
一
つ
の
筆
記
具
が
存
し
て
い
て
、
古
代
人
の
文
字
生
活
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
近
年
に
な
っ
て
分
っ
て
来
た
。

「
角
筆
（
か
く
ひ
っ
）
」
が
そ
の
筆
記
具
で
あ
る
。

角
筆
は
、
箸
一
本
の
形
の
用
具
で
、
長
さ
は
二
十
四
枚
余
（
居
中
尺
の
一
尺
に
当
り
、
現
行
の
曲
尺
で
は
八
寸
）
乃
至
約
十
八
二
一
枚
（
曲
尺
の

六
寸
）
程
度
で
あ
る
。
材
質
は
、
象
牙
で
作
っ
た
も
の
、
竹
で
作
っ
た
も
の
、
木
製
の
も
の
な
ど
種
々
が
あ
る
。
外
形
は
鉛
筆
か
小
筆
に
似
て
い
る

が
、
芯
や
毛
は
な
く
、
そ
の
一
端
を
筆
の
先
の
よ
う
に
削
り
尖
ら
せ
て
あ
る
。
こ
の
尖
端
を
以
て
和
紙
の
面
を
直
接
に
傷
つ
け
凹
ま
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
文
字
や
絵
な
ど
を
書
き
付
け
る
。
こ
の
角
筆
で
書
か
れ
た
文
字
や
絵
は
、
そ
の
逆
が
凹
み
と
し
て
紙
の
面
に
残
る
も
の
で
あ
り
、
毛
筆
で
墨

の
文
字
を
書
い
た
り
朱
書
や
白
書
で
訓
点
等
を
施
し
た
り
し
た
よ
う
な
、
〝
色
″
　
に
ょ
っ
て
読
む
人
の
目
に
映
る
も
の
と
は
、
全
く
異
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。



角
筆
の
文
字
は
、
従
っ
て
、
大
変
目
に
付
き
難
く
、
そ
の
上
、
長
い
年
月
の
間
に
は
そ
の
文
字
が
書
か
れ
た
凹
み
も
薄
れ
た
も
の
が
多
い
は
か
り

で
な
く
、
〝
文
字
は
墨
で
書
い
た
も
の
″
と
い
う
〝
常
識
″
に
災
い
さ
れ
て
、
毛
筆
以
外
の
筆
記
具
を
使
っ
て
文
字
を
書
く
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
思
い
も
及
ば
な
か
っ
た
近
代
人
に
は
、
今
ま
で
看
過
さ
れ
て
来
た
。
誠
に
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
角
筆
で
紙
面
等
を
凹
ま
せ
て
文
字
等
を
書
い
た
文
献
を
「
角
筆
文
献
」
と
呼
ぶ
。
角
筆
文
献
の
第
一
号
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
六

年
秋
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
毎
年
発
見
が
続
い
て
、
平
成
二
年
七
月
ま
で
の
約
三
十
年
間
に
、
全
国
の
古
社
寺
・
文
庫
等
か
ら
、
総
計
三
百
七
十
五

点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
近
時
の
昭
和
六
十
三
年
度
と
平
成
元
年
度
、
及
び
そ
の
後
の
二
年
余
の
間
で
、
全
国
の
各
所
か
ら
百
七
十
八
点
が

新
た
に
発
見
せ
ら
れ
た
。
総
点
数
の
半
数
に
近
い
。
こ
う
し
て
年
を
追
う
ご
と
に
発
見
点
数
が
増
し
て
お
り
、
今
後
も
更
に
大
量
の
発
見
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
「
追
記
」
参
照
）

こ
こ
で
、
特
に
注
目
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
最
近
の
二
年
余
の
問
に
発
見
さ
れ
た
百
七
十
八
点
の
う
ち
の
約
半
数
が
広
島
県
下
か
ら
見
出
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
本
稿
が
広
島
県
の
角
筆
文
献
を
取
り
上
げ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

標
題
に
い
う
「
広
島
県
の
角
筆
文
献
」
に
は
、
二
つ
の
異
な
っ
た
音
炭
が
あ
る
。
第
一
は
、
〝
広
島
県
下
に
所
在
す
る
角
筆
文
献
〟
の
意
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
角
筆
文
献
が
、
県
下
の
、
古
い
神
社
や
寺
院
に
伝
わ
っ
て
い
た
り
、
公
共
図
書
館
や
大
学
附
属
図
書
館
等
に
所
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
を

い
う
。
広
島
県
下
に
所
在
す
る
角
筆
文
献
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
年
七
月
現
在
で
、
計
八
十
八
点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
覧
は
、
本
稿
末
尾

に
所
蔵
者
別
に
掲
げ
て
お
い
た
。

「
広
島
県
の
角
筆
文
献
」
と
い
う
場
合
の
第
二
の
意
味
は
、
〝
か
つ
て
広
島
県
に
お
い
て
角
筆
を
使
っ
て
文
字
等
が
書
か
れ
た
文
献
〟
　
の
意
で
あ

る
。
こ
の
場
合
は
、
そ
の
角
筆
文
献
は
広
島
県
に
係
り
を
持
つ
も
の
と
な
る
。
従
っ
て
、
言
語
面
か
ら
観
れ
ば
、
角
筆
の
文
字
を
通
し
て
、
そ
れ
が

書
か
れ
た
時
の
広
島
県
の
言
語
の
実
態
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
文
化
史
の
上
で
は
、
広
島
県
の
古
代
文
化
の
一
面
を
知
る
こ
と
が
出
来
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
か
ら
第
一
の
場
合
を
観
る
と
、
単
な
る
所
在
だ
け
な
ら
現
在
の
所
有
と
な
る
ま
で
の
過
程
に
は
変
動
が
あ
っ
て
、
特
に
公
共

図
書
館
や
大
学
附
属
図
書
館
に
お
い
て
は
、
寄
贈
や
購
入
に
よ
っ
て
現
有
と
な
っ
た
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
か
ら
、
角
筆
を
使
っ
て
凹
み
文
字
を
害
い



た
文
献
が
広
島
県
に
係
る
と
は
限
ら
な
い
。

本
稿
の
意
図
は
、
単
に
角
筆
文
献
の
所
在
を
知
る
の
で
は
な
く
、
角
筆
文
献
を
通
じ
て
、
広
島
県
の
過
去
の
言
語
の
実
態
を
知
り
、
ひ
い
て
は
、

広
島
県
の
文
化
史
の
一
面
を
窺
お
う
と
す
る
所
に
あ
る
。
従
っ
て
、
標
題
の
意
味
す
る
所
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
第
二
の
場
合
と
重
る
。

〝
か
つ
て
広
島
県
に
お
い
て
角
筆
を
使
っ
て
文
字
等
が
書
か
れ
た
文
献
″
と
な
る
と
、
現
在
広
島
県
下
に
あ
る
八
十
八
点
の
角
筆
文
献
の
う
ち
、

三
原
市
立
図
書
館
蔵
本
、
御
調
八
幡
宮
蔵
本
、
比
治
山
女
子
短
期
大
学
図
書
館
蔵
の
『
桔
記
集
註
』
、
比
婆
郡
東
城
町
正
安
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
巻

第
八
』
に
絞
ら
れ
て
く
る
。
（
そ
の
後
、
双
三
郡
三
和
町
郷
土
資
料
館
か
ら
発
見
さ
れ
た
四
点
に
つ
い
て
は
「
附
記
」
参
照
）

三
原
市
立
図
書
館
蔵
本
は
、
楢
崎
文
庫
を
始
め
と
し
て
、
三
原
在
の
旧
家
が
江
戸
時
代
以
来
の
家
伝
の
蔵
書
を
一
括
し
て
寄
贈
し
た
も
の
で
あ

る
。
御
調
八
幡
宮
蔵
本
の
う
ち
『
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
』
は
室
町
時
代
に
、
『
相
等
座
主
石
碑
文
写
板
文
』
は
江
戸
時
代
に
、
そ
れ
ぞ
れ
近
在
で
同

八
幡
宮
ゆ
か
り
の
者
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
る
。
比
治
山
女
子
短
期
大
学
図
書
館
蔵
の
『
裡
記
集
註
』
は
、
尾
道
市
の
天
寧
寺
の
什
物
で
あ
っ
た
も

の
で
、
同
寺
の
僧
月
蜂
の
手
に
成
る
と
見
ら
れ
る
。
比
婆
郡
東
城
町
正
安
寺
蔵
の
『
妙
法
蓮
華
経
巻
第
八
』
は
、
花
谷
山
千
手
寺
の
什
物
で
あ
っ
た

も
の
で
、
千
手
寺
は
、
正
安
寺
の
本
寺
に
当
り
、
同
じ
東
城
町
に
在
る
。
表
紙
に
は
「
東
城
真
空
庵
」
の
「
建
山
文
勇
謹
誌
」
の
墨
書
が
あ
る
か

ら
、
本
文
献
は
東
城
町
の
寺
院
に
伝
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
角
筆
の
文
字
も
同
所
で
書
か
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

右
の
如
く
で
あ
れ
ば
、
広
島
県
に
お
い
て
も
、
少
く
と
も
室
町
時
代
・
江
戸
時
代
に
、
県
下
の
各
地
で
角
筆
が
使
わ
れ
、
文
字
や
絵
の
書
き
入
れ

が
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

以
下
に
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
所
蔵
別
に
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

二
、
三
原
市
立
図
書
館
蔵
の
角
葦
文
献
に
つ
い
て

［
一
］
　
三
原
市
立
図
書
館
蔵
角
筆
文
献
の
概
要



三
原
市
立
図
書
館
の
蔵
書
調
査
は
、
平
成
元
年
四
月
か
ら
平
成
二
年
三
月
に
か
け
て
、
平
田
幸
雄
館
長
始
め
館
員
関
係
者
の
御
高
情
に
ょ
っ
て
実

施
す
る
機
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
、
楢
崎
文
庫
・
桜
山
文
庫
な
ど
の
寄
贈
書
の
中
か
ら
、
角
筆
を
使
っ
て
紙
面
を
凹
ま
せ
て
文
字
や
絵
を
書
き
入

れ
た
文
献
が
、
四
十
二
点
、
計
百
八
十
三
冊
と
い
う
大
量
に
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
一
覧
は
稿
末
に
掲
げ
た
。
一
箇
所
か
ら
一
度
に
こ
ん
な
に
大
量
に

角
筆
文
献
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

三
原
市
立
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
江
戸
時
代
末
期
に
わ
た
っ
て
、
三
原
在
の
楢
崎
正
員
を
始
め
、
三
原
と
そ
の
近
在
の

人
々
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
献
の
年
紀
の
明
ら
か
な
も
の
は
、
最
も
古
い
寛
永
五
年
（
ニ
ハ
天
）
板
の
　
『
書
経
・
春
秋
・
裡
記
』
　
（
桜
山

文
庫
、
角
筆
文
献
番
号
［
2
1
0
］
以
下
同
じ
）
か
ら
、
最
も
新
し
く
は
嘉
永
三
年
（
一
会
○
）
板
の
『
詩
経
・
鐸
記
・
孟
子
』
（
［
2
1
2
］
）
に
わ
た
っ
て
い
る
。

書
物
の
形
態
は
、
坂
本
が
多
い
が
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
書
写
本
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
元
禄
十
四
年
（
一
昌
一
）
書
写
の
『
通
条
小
記
』
（
楢
崎
文
庫
、

［
2
1
9
］
）
、
江
戸
初
期
書
写
と
見
ら
れ
る
『
世
話
千
字
文
』
（
桜
山
文
庫
、
［
用
］
）
、
『
御
成
敗
式
目
』
（
桜
山
文
庫
、
［
2
3
8
］
）
　
で
あ
っ
て
、
角
筆
に
ょ
る

文
字
や
絵
の
書
き
入
れ
が
存
す
る
。

・
そ
の
板
本
・
．
写
本
の
角
筆
文
献
の
内
容
は
、
『
論
語
集
註
』
『
孟
子
集
註
』
『
大
学
章
句
』
『
中
庸
章
句
』
『
古
文
真
宝
』
な
ど
の
漢
籍
に
つ
い
て
、

そ
の
訓
読
や
解
釈
を
メ
モ
風
に
記
し
て
、
勉
学
の
跡
を
残
し
た
も
の
が
多
い
が
、
他
に
、
和
書
に
つ
い
て
も
、
謡
曲
の
譜
本
『
当
流
拾
遺
大
成
謳
』

（
元
禄
七
、
八
年
板
、
楢
崎
文
庫
本
と
梅
坪
文
庫
本
と
の
取
合
せ
十
二
冊
、
［
2
2
1
］
）
　
に
発
音
な
ど
を
書
き
入
れ
た
も
の
や
、
『
神
代
巻
上
下
』
　
（
楢
崎

文
庫
、
［
2
4
4
］
）
、
『
御
成
敗
式
日
』
（
桜
山
文
庫
、
［
m
］
）
、
『
世
話
千
字
文
』
（
桜
山
文
庫
、
［
m
］
）
も
あ
る
。
異
色
の
も
の
と
し
て
は
、
算
術
の
書
『
随

一
毒
効
記
』
（
［
2
1
2
］
）
の
九
九
掛
算
を
記
し
た
箇
所
に
、
「
百
、
万
、
千
、
一
十
」
な
ど
の
数
字
を
角
筆
の
凹
み
で
書
き
入
れ
た
も
の
や
、
葬
祭
の
法

式
を
記
し
た
『
通
条
小
記
』
（
楢
崎
文
庫
、
［
2
1
9
］
）
　
に
、
墓
碑
の
図
の
下
書
き
と
し
て
角
筆
で
凹
線
を
施
し
た
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
角
筆
が
備
後
国
三
原
を
中
心
に
そ
の
近
在
に
お
い
て
も
、
日
常
的
に
広
く
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
し
め

る
。そ
こ
に
は
、
当
時
の
庶
民
の
文
字
生
活
に
お
け
る
息
吹
き
の
よ
う
な
も
の
が
、
生
々
と
伝
わ
っ
て
い
る
。



［
二
］
　
角
筆
で
書
か
れ
た
年
紀

三
原
市
立
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
の
う
ち
、
質
量
共
に
注
目
さ
れ
る
も
の
に
楢
崎
文
庫
が
あ
る
。
楢
崎
文
庫
は
、
楢
崎
家
の
当
主
憲
蔵
氏
が
、
同

家
に
伝
わ
っ
た
古
本
二
千
余
冊
を
、
昭
和
五
年
に
三
原
市
立
図
書
館
に
一
括
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
り
、
憲
蔵
氏
の
先
祖
に
当
る
、
楢
崎
正
員
の
手
沢

（1）

本
が
中
心
を
な
し
て
い
る
。
忠
右
街
門
、
楢
崎
正
員
は
、
元
和
六
年
（
ニ
ハ
二
〇
）
八
月
に
備
後
三
原
に
生
ま
れ
た
。
代
々
毛
利
家
に
仕
え
た
が
、
父
の
正

知
の
時
、
防
州
か
ら
三
原
に
移
っ
た
。
正
員
は
そ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
三
原
で
薬
屋
を
営
ん
で
多
く
の
薬
種
を
山
野
に
求
め
、
之
を
多
年

大
阪
に
送
っ
て
遂
に
産
を
な
す
に
至
っ
た
。
後
、
学
に
志
し
、
延
宝
元
年
（
ニ
ハ
塁
）
五
十
四
歳
で
京
都
に
て
山
崎
闇
斎
に
逢
い
、
弟
子
と
な
っ
て
漢
学

を
学
ん
だ
。
そ
の
蔵
書
中
に
「
山
崎
嘉
点
」
本
が
少
な
く
な
い
の
は
こ
の
為
で
あ
る
。
三
原
城
代
戸
田
勝
政
は
彼
に
師
事
し
、
又
、
三
原
城
主
浅
野

忠
義
や
重
臣
に
も
害
を
講
じ
て
い
る
。
元
禄
九
年
（
ニ
ハ
九
六
）
七
十
七
歳
で
三
原
に
致
し
た
が
、
人
格
高
潔
、
経
世
済
民
を
履
行
し
、
そ
の
徳
は
後
世
に

も
及
び
子
孫
も
十
余
代
を
経
て
猶
家
声
を
墜
さ
な
い
で
栄
え
て
い
る
。

そ
の
楢
崎
正
員
の
手
沢
本
の
中
か
ら
、

る
。

次
の
角
筆
文
献
が
見
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
版
心
記
に
　
「
山
崎
嘉
点
」
と
あ
る
江
戸
初
期
坂
本
で
あ

大
学
章
句

中
庸
章
句

論
語
集
註

孟
子
集
註

小
　
　
学

こ
の
最
初
の

一
冊
　
［
2
0
9
］

一
冊
　
［
2
1
1
］

四
冊
　
［
2
1
6
］

四
冊
　
［
2
1
7
］

楢
崎
文
庫

楢
崎
文
庫

楢
崎
文
庫

楢
崎
文
庫

一
冊
　
［
2
3
1
］
　
楢
崎
文
庫

1001641001651001631001621002103

『
大
学
章
句
』
［
2
0
9
］
の
中
か
ら
、
角
筆
で
紙
面
を
凹
ま
せ
て
書
か
れ
た
年
紀
が
見
出
さ
れ
た
。
裏
表
紙
の
見
返
し
の
白
紙
部
分
に
、

角
筆
で
押
凹
し
た
文
字
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
。

貞
求
乙
丑
二



文
字
の
凹
み
は
極
め
て
薄
く
て
、
肉
眼
で
は
見
落
し
易
い
。
角
筆
ス
コ
ー
プ
で
覗
い
て
い
て
漸
く
気
付
い
た
も
の
で
あ
る
。
初
め
は
、
干
支
の
二
文

字
が
目
に
入
り
、
次
い
で
「
求
」
と
読
み
得
る
字
が
映
っ
た
。
し
か
し
年
号
に
「
求
」
を
使
っ
た
も
の
は
無
い
こ
と
と
、
「
貞
」
字
は
頭
の
　
「
L
L
」

し
か
読
み
得
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
如
何
な
る
年
紀
で
あ
る
か
当
初
は
見
当
も
付
か
な
か
っ
た
。
年
紀
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
と
も
疑
っ
た
。
一

夜
を
経
て
、
「
求
」
　
は
宛
字
か
も
知
れ
な
い
と
気
付
く
と
、
正
員
が
生
存
し
且
つ
漢
学
に
勤
し
ん
だ
晩
年
の
江
戸
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
年
号

延
宝
・
天
和
・
貞
享
二
刀
禄
の
う
ち
、
「
貞
享
」
が
候
補
と
し
て
浮
か
び
上
っ
た
。
そ
の
日
で
原
本
の
凹
み
を
見
直
す
と
、
「
求
」
の
上
の
字
の
「
ト
」

は
「
貞
」
の
初
画
で
あ
り
、
そ
の
下
の
「
只
」
の
草
書
体
が
確
認
で
き
た
。
「
乙
丑
」
の
下
の
字
は
続
け
書
で
「
乙
」
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
「
二
」

ら
し
い
。
「
貞
享
乙
丑
」
の
年
は
二
年
に
当
り
、
西
暦
で
一
六
八
五
年
で
あ
る
。

じ

よ

う

奮

よ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

墓

よ

う

　

　

き

ゆ

う

「
貞
享
（
ぢ
や
う
き
や
う
）
」
を
「
貞
求
」
と
書
い
た
と
す
る
と
、
「
享
」
と
「
求
」
と
に
発
音
上
通
ず
る
所
が
あ
り
、
そ
の
上
に
立
っ
て
、
「
享
」

の
宛
字
と
し
て
　
「
求
」
を
用
い
た
こ
と
に
な
る
。
発
音
上
の
通
用
と
は
、
具
体
的
に
は
、
「
キ
ョ
ウ
」
　
の
音
が
　
「
キ
ュ
ウ
」
と
発
音
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
発
音
上
の
現
象
は
、
同
じ
楢
崎
正
員
の
手
沢
本
で
、
角
筆
文
献
と
し
て
先
に
掲
げ
た
『
論
語
集
註
』
［
2
1
6
］
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
『
論
語
集

註
』
の
本
文
の
漠
字
句
の
読
み
方
を
角
筆
の
凹
み
で
メ
モ
風
に
書
き
入
れ
た
中
に
、

シ

ウ

セ

ケ

象
説
卦
（
「
シ
ウ
セ
ケ
」
が
角
筆
の
仮
名
）

シ

ウ

　

　

　

　

　

シ

ョ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

）

と
あ
る
。
「
象
」
は
、
「
象
」
を
、
「
シ
ュ
ウ
」
と
発
音
し
て
お
り
、
そ
れ
を
当
時
の
仮
名
迫
で
「
シ
ウ
」
と
表
し
た
と
見
ら
れ
る
。

同
じ
現
象
は
、
三
原
市
立
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
で
、
楢
崎
正
員
手
沢
本
以
外
の
文
献
か
ら
も
多
数
拾
わ
れ
る
。

楢
崎
文
庫
の
『
孟
子
道
春
点
』
四
冊
［
2
2
5
］
は
享
保
四
年
（
一
三
九
）
板
本
で
あ
る
か
ら
、
正
員
穀
後
に
、
そ
の
子
の
正
重
か
弟
正
之
か
或
い
は
そ
の
近

縁
の
者
が
角
筆
で
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
次
の
語
例
が
あ
る
。

ホ
ウ
キ
ウ

対
置
（
「
ホ
ウ
キ
ウ
」
が
角
筆
の
仮
名
。
「
キ
ヨ
ウ
」
を
「
キ
ウ
」
と
表
し
て
い
る
。
「
彊
」
の
漢
音
は
字
音
仮
名
遣
で
は
「
キ
ヤ
ウ
」
で
あ
る
が
既
に
「
キ
ヨ
ウ
」

と
発
音
し
た
と
見
ら
れ
る
）



シ
ウ縄
－
墨
（
「
シ
ウ
」
が
角
筆
の
仮
名
。
「
シ
ョ
ウ
」
を
「
シ
ウ
」
と
表
し
て
い
る
。
「
組
」
は
漢
音
で
は
「
シ
ョ
ウ
」
）

ヲ
シ
ウ

大
匠
（
「
ヲ
シ
ウ
」
が
角
筆
の
仮
名
。
「
シ
ョ
ウ
」
を
「
シ
ウ
」
と
表
し
て
い
る
。
「
匠
」
の
漢
音
は
字
音
仮
名
迫
で
は
「
シ
ャ
ウ
」
で
あ
る
が
、
既
に
「
シ
ョ
ウ
」

と
発
音
し
た
と
見
ら
れ
る
）

倉
ヒ
ニ
ワ

餓
季
（
「
カ
ヒ
ウ
」
が
角
筆
の
仮
名
。
「
挙
」
は
字
音
仮
名
迫
で
は
「
へ
ウ
」
で
あ
る
が
当
時
は
「
ヒ
ョ
ウ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
）

又
、
黄
田
蔵
書
の
う
ち
、
『
論
語
・
孟
子
道
春
点
』
五
冊
［
2
1
1
］
は
、
天
明
六
年
（
一
夫
六
）
初
刻
本
を
文
化
九
年
（
天
三
）
に
再
板
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
備
後
三
原
西
町
豆
丁
目
／
黄
田
氏
」
「
蓑
田
寅
次
朗
之
物
也
」
「
蓑
田
氏
三
戸
屋
」
「
水
戸
屋
利
太
郎
」
「
黄
田
利
太
郎
」
等
の
墨
書
が
あ
る
か
ら
、

三
原
ゆ
か
り
の
書
物
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
そ
の
中
に
も
、

（
ウ
）

教
義
「
キ
ふ
カ
イ
」
（
上
欄
）
（
「
キ
ふ
カ
イ
」
は
角
筆
の
仮
名
。
（
「
キ
ヨ
ウ
」
を
「
キ
フ
」
と
表
し
て
い
る
。
「
フ
」
は
「
ウ
」
の
表
記
）

の
例
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
「
キ
ョ
ウ
」
を
「
キ
ュ
ウ
」
、
「
シ
ョ
ウ
」
を
「
シ
ュ
ウ
」
、
「
ヒ
ョ
ウ
」
を
「
ヒ
ユ
ウ
」
と
発
音
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
が
江

戸
時
代
に
三
原
の
地
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
し
め
る
。
角
筆
の
凹
み
文
字
に
表
れ
て
い
る
こ
と
は
、
角
筆
の
文
字
と
い
う
も
の
が
視
覚
に
訴

な
ま

え
る
こ
と
が
弱
く
、
私
的
、
メ
モ
的
、
一
時
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
為
に
、
規
範
に
と
ら
わ
れ
ず
、
口
頭
語
の
生
の
表
現
が
端
的
に
現
れ
る
こ
と

に
深
く
係
わ
っ
て
い
る
。
「
貞
享
」
と
い
う
年
号
を
、
当
地
の
発
音
の
ま
ま
に
宛
字
で
「
貞
求
」
と
書
い
た
の
も
、
角
筆
に
ょ
る
気
易
さ
か
ら
で
あ

ろ
う
。右

の
現
象
は
、
発
音
上
、
〝
オ
段
拗
長
音
を
〉
u
　
に
発
音
す
る
″
こ
と
に
当
り
、
中
世
・
近
世
の
国
語
史
上
の
問
題
と
し
て
、
他
地
域
の
文
献
に

っ
い
て
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
、
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
犬
文
典
』
に
お
い
て
、
「
あ
る
国
々
に
特
有
な
言
ひ
方
や
発
音
の
靴
に
就
い
て
」
の

中
、
「
豊
後
」
「
肥
前
、
肥
後
、
筑
後
」
「
筑
前
、
博
多
」
を
説
い
た
後
に
、
「
下
（
已
m
O
）
の
地
方
全
般
に
関
す
る
附
記
」
と
し
て
、

○
こ
の
．
下
．
の
九
ヶ
国
は
す
べ
て
．
す
は
っ
て
．
（
s
u
b
P
t
t
O
）
発
音
す
る
6
を
長
音
の
▼
u
に
変
へ
る
。
例
へ
は
、
：
x
x
か
（
一
升
）
、
S
か
（
添

ふ
）
、
q
u
e
か
（
今
日
）
な
ど
を
H
x
x
由
（
い
っ
し
ゅ
う
）
、
S
由
（
す
う
）
、
q
u
i
由
（
き
ゆ
う
）
な
ど
と
い
ふ
。
（
土
井
忠
生
博
士
訳
本
六
二
頁
）



と
い
う
記
事
が
あ
る
。
同
じ
九
州
地
方
の
文
献
と
し
て
、
大
矢
透
博
士
の
『
仮
名
追
及
仮
名
字
体
沿
革
史
料
』
の
第
四
十
七
両
、
『
倭
漢
朗
詠
集
私

注
』
永
正
五
年
（
喜
八
）
点
の
「
字
音
」
欄
に
、
同
種
の
事
象
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
有
坂
秀
世
博
士
が
言
及
さ
れ
て
い
る
）

サ
ウ
シ
ウ
　
　
チ
ウ
キ
十
ウ

の
　
壁
松
　
濃
香

シ
ウ
　
　
シ
ウ
　
　
ヲ
ウ
シ
ウ
　
　
ジ
ウ
　
　
　
　
チ
ク
　
　
ビ
ウ
ヮ
　
　
ヮ
ウ

㈱
　
詔
　
斎
　
黄
楯
　
寓
光
　
朝
　
表
裏
　
繚
乱

字
音
仮
名
達
で
は
の
は
「
シ
ョ
ウ
」
「
ヂ
ヨ
ウ
」
と
衷
記
さ
れ
る
も
の
、
何
は
「
エ
段
音
十
ウ
」
で
「
セ
ウ
」
「
ゼ
ウ
」
「
テ
ウ
」
「
へ
ウ
」
「
レ
ウ
」

と
表
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
共
に
当
時
の
一
般
的
な
発
音
は
オ
段
拗
長
音
に
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
る
に
、
の
も
何
も
同
一
表
記
で

ぁ
っ
て
、
し
か
も
、
オ
段
拗
長
音
の
6
で
は
な
く
て
、
Y
u
と
い
う
長
音
に
発
音
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
『
倭

漢
朗
詠
集
私
注
』
の
加
点
者
は
、
九
州
肥
後
国
、
釈
迦
院
の
住
僧
で
あ
っ
て
、
「
摘
記
」
に
よ
る
と
、
同
種
の
例
は
総
て
、
右
の
よ
う
な
表
記
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
識
語
は
、

（
上
巻
末
）
天
台
抄
門
秀
繁
書
写
畢

永
正
五
年
二
月
三
日

（
下
巻
末
）
九
州
肥
後
釈
迦
院
住
僧
大
智
坊
秀
繁
書
之
（
花
押
）

と
あ
る
。
大
矢
博
士
は
、
そ
の
「
巣
説
」
に
お
い
て
、
「
こ
の
書
、
音
訓
の
常
に
異
な
る
も
の
少
か
ら
ず
、
恐
ら
く
は
筆
者
の
地
方
に
於
け
る
読
癖

に
よ
り
て
然
る
も
の
な
ら
ん
」
と
注
意
し
て
い
ら
れ
る
。

（2）

ォ
段
拗
長
音
の
6
を
丘
と
い
う
長
音
に
発
音
す
る
現
象
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
に
よ
る
諸
論
考
が
あ
り
、
福
島
邦
遺
氏
が
そ
の
論
考
で
概
括
紹

（4）

介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
論
考
で
高
松
政
雄
氏
は
、
こ
れ
が
単
な
る
表
記
上
だ
け
の
問
題
で
な
く
そ
の
音
声
を
荷
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
国
語
音
声

史
上
の
位
置
付
け
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
、
中
世
末
・
近
世
初
頭
に
盛
行
し
十
七
世
紀
中
葉
を
境
と
し
て
終
息
に
向
う
と
さ
れ
る
が
、
備
後

（5）

三
原
で
は
十
九
世
紀
ま
で
江
戸
時
代
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
り
、
九
州
地
方
と
新
潟
県
の
一
部
の
方
言
で
は
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
。

チ
ウ

文
献
上
の
古
例
と
し
て
は
、
『
和
泉
往
来
』
文
治
二
年
（
二
八
六
）
写
本
の
「
彫
幣
」
、
鎌
倉
時
代
の
『
名
語
記
』
の
「
チ
ウ
（
超
）
」
が
挙
げ
ら
れ
、
吉



（

6

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ワ
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（

7

）

川
泰
雄
博
士
に
よ
り
文
和
二
年
（
一
董
一
）
の
『
座
禅
論
』
の
「
楊
厳
経
」
等
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
山
田
忠
雄
氏
の
考
察
も
あ
る
。
更
に
古
い
例
と
し

シ
ウ

て
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
『
将
門
記
』
の
「
勝
言
」
が
加
え
ら
れ
る
。
十
五
世
紀
に
降
れ
ば
、
古
文
書
や
『
御
湯
殿
上
日
記
』
や
『
仮
名
書
論
語
』
等
の

例
も
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
は
文
章
語
資
料
も
あ
る
が
、
比
較
的
に
口
頭
語
を
露
呈
さ
せ
た
り
或
い
は
地
方
色
を
帯
び
た
よ
う
な
も
の
が
多

（8）

い
。
楊
守
故
旧
蔵
本
『
将
門
記
』
や
『
和
泉
往
来
』
の
例
は
口
頭
語
の
反
映
と
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
三
原
市
立
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
に
現
れ
た
「
キ
ョ
ウ
」
を
「
キ
ウ
」
、
「
シ
ョ
ウ
」
を
「
シ
ウ
」
、
「
ヒ
ョ
ウ
」
を
「
ヒ

ゥ
」
と
す
る
例
は
、
〝
オ
段
拗
長
音
を
丘
に
発
音
す
る
″
と
い
う
国
語
史
上
の
一
現
象
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
三
原
と
い
う
地
方
に
お
け
る
新
し

い
例
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
角
筆
の
年
紀
「
貞
求
乙
丑
二
」
も
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

貞
事
二
年
と
い
う
年
は
、
楢
崎
正
員
六
十
六
歳
で
あ
る
。
師
の
闇
斎
は
三
年
前
の
天
和
二
年
に
京
都
酉
堀
河
の
邸
で
卒
し
て
い
る
。
前
年
の
貞
享

元
年
七
月
に
は
、
正
員
は
三
原
城
主
浅
野
忠
義
の
招
き
に
よ
り
城
主
や
重
臣
等
に
書
を
講
じ
て
い
る
か
ら
、
角
筆
の
年
紀
も
状
況
か
ら
見
て
、
正
員
の

手
に
成
る
も
の
と
考
え
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
同
時
に
こ
れ
ら
の
正
員
手
沢
本
の
角
筆
の
書
き
入
れ
も
、
正
員
の
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
す
れ
ば
、
そ

こ
に
現
れ
た
〝
オ
段
拗
長
音
を
丘
に
発
音
す
る
″
現
象
は
、
正
員
の
発
音
で
も
あ
り
、
三
原
に
お
け
る
当
時
の
口
頭
語
の
発
音
の
一
事
象
と
見
ら
れ
る
。

［
三
］
　
楢
崎
正
員
の
発
音

楢
崎
正
員
手
沢
本
の
う
ち
、
先
掲
の
角
筆
文
献
が
正
員
の
手
に
成
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
多
量
の
角
筆
の
文
字
に
ょ
っ
て
、
正

員
と
い
う
一
個
人
の
発
音
や
用
語
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
貞
享
・
元
禄
期
の
江
戸
時
代
語
の
実
態
は
、
上
方
語
を
中
心
に
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、

備
後
の
地
、
三
原
に
お
け
る
実
情
は
従
来
未
詳
で
あ
っ
た
か
ら
、
文
献
に
基
づ
く
方
言
史
の
好
資
料
と
な
る
。

こ
こ
で
ほ
、
国
語
史
上
、
貞
享
・
元
禄
畑
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
事
象
を
主
と
し
て
、
正
員
の
発
音
に
つ
い
て
、
角
筆
の
文
字
に
ょ
っ
て
記
述
し

て
み
る
。

の
　
合
拗
音

谷
川
士
清
の
「
倭
訓
莱
」
（
安
永
六
年
、
一
七
七
七
）
の
「
大
綱
」
に
、



安
芸
人
ハ
く
わ
と
い
ふ
事
を
凡
て
か
と
い
へ
り
、
関
東
を
か
ん
と
う
、
一
貫
を
い
つ
か
ん
の
類
也
、
江
戸
も
観
音
を
か
ん
お
ん
と
云
へ
り

と
述
べ
て
い
る
。
江
戸
前
期
に
お
い
て
は
、
上
方
、
江
戸
と
も
に
ク
ワ
・
グ
ハ
と
表
記
す
る
方
が
一
般
で
、
カ
・
ガ
と
哀
記
す
る
こ
と
は
少
な
い
と

説
か
れ
て
い
る
が
、

は
角
筆
仮
名
の
意
）

三
原
に
お
け
る
正
員
の
発
音
は
、
す
べ
て
「
カ
」
「
ガ
」
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
「
倭
訓
某
」
の
指
摘
に
合
っ
て
い
る
。
（
「
　
」
（
角
）

「
カ
ソ
▼
．
ツ
g
」

閑
「
カ
ソ
」

焼鞄日
レ

「
カ
ソ冠

雄
（角）乎

「
カ
」

（角）（
論
語
集
註
、
巻
二
［
2
1
6
］
）

（
同
右
巻
四
）

（角）

瓜
（
同
右
巻
九
）

「
カ
ソ
」
（
角
）

腺
（
孟
子
集
註
［
2
1
7
］
）

タ
イ
」
（
角
）

帯
（
小
学
［
2
3
1
］
）

柄
　
拗
音
「
シ
ュ
」
の
直
音
化

安
原
貞
室
の
「
か
た
こ
と
」
（
慶
安
三
年
刊
、
〓
ハ
五
〇
）
に
、

し
り
h
y
け
人

一
、
手
裏
鋤
を
　
。
し
り
け
ん

せ
つ
で
う
し
ら

一
、
節
用
集
を
　
。
せ
つ
ち
ゃ
う
L

な
ど
を
挙
げ
て
誤
り
と
し
て
い
る
。
当
時
上
方
に
お
い
て
こ
の
変
化
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
三
原
に
お
い
て
も
、
正
員
の
発
音
は

変
化
し
た
形
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
「
シ
ュ
」
の
音
を
持
つ
語
例
は
殆
ど
「
シ
」
で
表
さ
れ
て
い
る
。

「
カ
ウ
レ
イ
ノ
シ
J
ヲ
ロ
ン
ス
」
（
角
筆
、
上
欄
）

（
本
文
）
「
論
甫
l
領
ノ
指
姦
ご
（
大
学
章
句
［
禦
）

「
刈
羽
シ
ウ
シ
」
（
角
筆
、
上
欄
）

（
本
文
）
「
巡
狩
」
（
孟
子
集
註
［
2
1
7
］
）

01



或
し
再

（
同
　
　
右
［
2
1
7
］
）

「
シ
プ
」
（
角
）

述
　
職
　
（
同
右
［
2
1
7
］
）

怖
－
傾
　
倒
・
隠
（
同
右
［
2
1
7
］
）

「
ツ
ブ
　
ナ
＋
　
ツ
タ
イ
ツ
」
（
角
）

r
離
璽
（
角
）
之
心
（
小
学
［
巴
）

用
　
オ
段
長
音
の
開
合

オ
段
長
音
の
開
音
と
合
音
と
の
区
別
が
無
く
な
り
同
音
に
帰
し
た
時
期
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
京
都
で
は
元
和
か
ら
明
暦
ご
ろ
ま
で
の
間
、
東
国
に
お

い
て
は
元
和
以
前
、
寛
永
以
前
、
慶
安
ご
ろ
な
ど
の
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
江
戸
初
期
に
は
同
音
に
帰
し
た
ら
し
い
。
三
原
の
正
員
も
区
別

が
無
く
な
っ
て
お
り
、
和
語
の
次
の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
。

「
シ
′
ゴ
l
L
（
角
）

命
率
レ
性
（
中
庸
章
句
［
2
1
1
］
）

「
ハ
キ
モ
ウ
ル
」
（
角
）

弁
レ
賢
（
同
右
［
2
1
1
］
）
（
「
ワ
キ
マ
ウ
ル
」
の
転
）

辣
P
角
〉
（
同
右
［
巴
）
（
「
ウ
シ
ナ
ウ
」
の
転
）

「
モ
ウ
ヲ
オ
コ
ノ
テ
」
（
こ
の
角
筆
の
仮
名
は
、
本
文
字
句
の
意
訳
で
あ
っ
て
、
「
猛
ヲ
行
ツ
テ
」
の
意
）
（
孟
子
集
註
［
2
1
7
］
）

「
ソ
コ
ノ
ウ
」
（
角
）

賊
　
　
（
同
右
［
2
1
7
］
）
（
「
ソ
コ
ナ
ウ
」
の
転
）

右
の
第
一
例
の
「
シ
ダ
ゴ
ー
」
の
第
二
音
節
が
「
ダ
」
と
濁
音
で
あ
り
、
長
音
符
号
に
「
－
」
を
用
い
て
い
る
の
も
注
意
せ
ら
れ
る
。
類
例
は
他
に

も
あ
る
。

囲
　
長
音
の
短
音
化

長
音
が
短
音
化
す
る
傾
向
は
、
前
代
を
承
け
て
江
戸
初
期
か
ら
普
通
に
見
ら
れ
る
。
安
原
貞
室
の
『
か
た
こ
と
』
に
も
、

ほ
人
モ
3

一
、
奔
走
を
　
。
ほ
ん
そ

11



ゆ

　

の

ま

み

づ

　

　

　

　

な

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

一
、
湯
を
飲
ふ
水
を
の
ま
ふ
。
何
を
く
は
ふ
ぞ
。
か
を
か
ま
ふ
ぞ
な
ど
い
ふ
べ
き
を
。
揚
の
も
。
水
の
も
。
何
く
を
。
か
く
を
な
ど

h

ソ

や

く

　

　

み

ヽ

ゝ
云
る
こ
と
葉
。
略
な
れ
ば
耳
に
も
さ
の
み
た
ち
侍
ら
ね
ど
も
。
こ
の
ま
し
か
ら
ず
や
。
心
す
べ
き
こ
と
な
る
べ
し
。

と
述
べ
て
い
る
。
正
員
の
用
語
に
も
屡
々
見
ら
れ
る
。

「
l
ソ
　
モ
」
（
角
）

燕
　
毛
　
（
中
庸
章
句
［
2
1
1
］
）

「
欄
描
」
（
角
）
（
論
語
集
註
［
川
口
）
（
平
仮
名
は
本
の
蓄
）

「
ホ
　
，
セ
プ
J
（
角
）

分
崩
離
析
　
（
同
右
［
2
1
6
］
）

「
シ
　
　
ャ
■
」
（
角
）

食
　
饗
　
（
小
学
［
2
3
1
］
）

何
　
短
音
の
長
音
化

一
方
で
は
、
短
音
が
語
末
に
お
い
て
長
音
化
す
る
事
例
も
あ
る
。

徹
直
射
室
卵
一
彦
ス
旛
戸
了
欄
）
「
ヨ
ウ
コ
ウ
」
（
孟
子
集
註
［
崇
）

的
　
四
つ
仮
名

所
謂
四
つ
仮
名
「
じ
・
ぢ
・
ず
・
づ
」
の
混
同
は
、
前
代
ま
で
に
現
れ
て
お
り
、
元
禄
期
ご
ろ
ま
で
に
は
関
東
は
無
論
、
京
都
で
も
完
全
に
混
乱

し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
『
仮
名
文
字
遺
脱
縮
掠
鼓
集
』
を
始
め
関
係
の
講
書
で
知
ら
れ
る
が
、
九
州
や
四
国
に
は
区
別
が
残
っ
て
い
る
旨
の

記
事
が
あ
る
。
三
原
の
正
員
の
発
音
で
は
既
に
区
別
が
無
く
な
っ
て
い
る
。

知
レ
味「7
‡
」
（
角
）
（
中
庸
章
句
［
川
口
）

「
タ
イ
ズ
」
（
角
）

所
二
以
序
す
歯
ヲ
也
（
同
右
［
2
1
1
］
）

「
’
ハ
イ
」
（
角
）

「
ヂ
サ
」
（
角
）

侍
坐
　
（
論
語
集
註
［
2
1
6
］
）

の
よ
う
な
、
和
語
・
漢
語
の
自
立
語
だ
け
で
な
く
、
打
消
の
助
動
詞
の
「
ズ
」
を
「
ヅ
」
と
表
し
た
例
も
あ
る
。
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●

「
’
ソ
し
（
角
）
　
　
　
　
　
「
ス
し
（
角
）

民
弗
レ
去
則
是
可
レ
為
　
也
（
孟
子
集
註
［
2
1
7
］
）

不
二
膚
－
接
一
（
下
欄
）
「
バ
ク
ヱ
ク
エ
マ
ヅ
」
（
同
右
［
2
1
7
］
）

の
　
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
促
音
便

ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
連
用
形
が
促
音
便
と
ウ
音
便
と
で
東
西
両
方
言
と
し
て
対
立
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、
正
員
の
用
語
に
、
促
音
便
が
見

ら
れ
る
。
「
シ
タ
ガ
ブ
」
（
角
）
昌

君
子
遵
レ
　
　
道
而
行
（
中
庸
章
句
［
2
1
1
］
）

「
モ
ウ
ヲ
オ
コ
ノ
テ
」
（
「
猛
ヲ
行
ツ
テ
」
の
意
、
前
掲
）
　
（
孟
子
集
註
［
2
1
7
］
）

伺
　
連
　
声

正
員
の
用
語
に
も
連
声
が
見
ら
れ
る
。

「
ヲ
ク
ン
ノ
バ
チ
ス
」
（
上
欄
の
角
筆
仮
名
）

’

（
本
文
）
「
不
レ
羞
一
一
汗
君
こ
（
孟
子
集
註
［
2
1
7
］
）

ク
ン

付
刻
仮
名
に
「
ヲ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
格
助
詞
「
ヲ
」
に
当
る
所
を
角
筆
仮
名
で
は
「
ノ
」
で
表
し
て
い
る
。
「
君
」
　
の
鼻
音
に
引
か
れ
て
連
声
を

起
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〕

用
瑚
（
キ
）
を
蛸
（
チ
）
と
登
目
す
る
。

〔

　

　

　

〔

「
キ
」
を
「
チ
」
と
表
し
た
例
が
あ
る
。

「
＋
■
タ
」
（
角
）

束
子
成
　
（
上
欄
）
「
チ
ヨ
ク
」
（
論
語
集
註
［
2
1
6
］
）

人
名
の
「
束
子
成
」
　
の
読
み
を
角
筆
の
仮
名
で
示
す
の
に
右
傍
で
は
　
「
キ
ヨ
ク
」
と
す
る
が
、
上
欄
の
書
き
入
れ
で
は
　
「
チ
ヨ
ク
」
　
と
表
し
て
い

る
。
現
在
の
本
土
方
言
に
お
い
て
、
凹
子
音
が
∽
母
音
或
い
は
∽
半
母
音
に
先
立
つ
場
合
に
口
蓋
化
す
る
現
象
は
、
日
本
海
側
を
中
心
と
し
た
東
北

（
秋
田
・
山
形
に
盛
で
、
宮
城
・
岩
手
南
部
に
も
）
、
北
海
道
南
、
中
部
地
方
の
奥
信
渡
方
言
や
能
登
な
ど
東
北
地
方
に
連
続
す
る
日
本
海
側
、
中
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国
地
方
で
は
山
陰
の
雲
伯
方
言
域
、
九
州
の
薩
隅
方
言
域
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
本
土
方
言
の
中
で
最
も
古
態
を
残
し
易
い
と
同
時
に
最
も
新
し
い

（

9

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

ウ

発
音
上
の
変
化
を
引
起
し
易
い
辺
随
の
地
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
角
筆
文
献
で
は
、
平
安
中
期
十
世
紀
の
石
山
寺
蔵
沙
弥
十
戒
威
儀
経
に
「
倫
盗
」

チ
ウ

が
「
倫
盗
」
と
共
に
角
筆
仮
名
で
衷
さ
れ
て
い
る
。
口
頭
語
で
は
早
く
か
ら
こ
の
現
象
が
生
じ
て
い
た
ら
し
い
。

㈹
　
靴
俗
音

そ
の
他
、
個
別
的
な
例
で
、
靴
俗
の
発
音
を
表
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の
を
掲
げ
て
お
く
。
角
筆
の
文
字
の
規
範
に
括
ら
れ
な
い
反
映
か
と
考
え
ら

れ
る
。「
シ
エ
こ
タ
ケ
」
（
角
）

虐
「
’
ト
シ
’
プ
ヲ
ス
し

陥
　
溺

「
ス
ウ
チ
ウ
」
（
角
）

轟
彙

「
P
ウ
レ
ソ
」
（
角
）

狼
戻

（
孟
子
集
註
［
2
1
7
］
）
　
（
古
形
の
残
存
か
）

（角）

（
同
右
［
2
1
7
］
）

（
同
右
［
2
1
7
］
）

（
同
右
［
2
1
7
］
）

「
ス
ウ
キ
ヱ
　
玉
」
（
角
）

垂
辣
之
璧

（
同
右
［
2
1
7
］
）

［
四
］
　
江
戸
時
代
の
三
原
に
お
け
る
発
音

楢
崎
正
員
の
発
音
に
見
ら
れ
た
右
述
の
諸
事
象
は
、
楢
崎
文
庫
本
で
正
員
没
後
の
角
筆
文
献
を
始
め
、
桜
山
文
庫
、
そ
の
他
の
角
筆
文
献
で
、
江

戸
末
期
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
三
原
ゆ
か
り
の
角
筆
文
献
に
も
見
ら
れ
る
か
ら
、
正
員
個
人
だ
け
で
な
く
江
戸
時
代
の
三
原
に
お
い
て
こ
の
時
代
を
通

じ
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
〝
オ
段
拗
長
音
を
∴
u
　
に
発
音
す
る
″
現
象
の
例
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
の
で
、
「
合
拗
音
」
か
ら

「
靴
俗
音
」
ま
で
の
項
目
に
従
っ
て
、
例
を
示
す
。

用
　
合
拗
音

「
カ
ソ
シ
」
（
角
）

閑
　
市
　
（
孟
子
道
春
点
［
2
2
5
］
、
楢
崎
文
庫
、
享
保
四
年
板
）



「
カ
ソ躍

「
カ
ブ滑

と
こ
（
角
）

兜－」歪
「
カ
ツ

（
同
右
［
2
2
5
］
）

生
　
活

用
　
拗
音

「
シ
プ
」
（
角
）

出

　

入

「
シ
ソ
」
（
角
）

潤
　
沢

「
L
 
L
く
ぎ
」

子
叔
疑

（角）

（
同
右
［
2
2
5
］
）

し
（
角
）
（
同
右
［
2
2
5
］
）

「
シ
こ
の
直
音
化

（
孟
子
遺
吾
…
［
2
2
5
］
、
楢
崎
文
庫
、
享
保
四
年
板
）

（
同
右
［
2
2
5
］
）

（角）
（
論
語
・
孟
子
道
春
点
［
2
1
1
］
、
蓑
田
蔵
書
、
文
化
九
年
再
板
）

「
ジ
～
二
7
ツ
、
」
（
角
）

慎
二
期
術
一

（
易
経
再
刻
後
藤
点
［
2
3
7
］
、
江
戸
後
期
板
）

伺
　
オ
段
長
音
の
開
合

対
「
コ
ト
フ
ル
」
（
上
欄
）
（
孟
子
道
春
点
［
2
2
5
］
、
楢
崎
文
庫
、
享
保
四
年
板
）

「
▲
｛
一
フ
」
（
角
）

迎
二
　
　
王
師
一
（
同
右
［
2
2
5
］
）

「
ト
プ
ロ
ウ
」
（
角
）

弔
二
　
　
　
其
民
一
（
同
右
［
2
2
5
］
）

順
レ
之
「
し
た
。
」
（
上
埜
　
（
論
語
・
孟
子
道
春
点
［
2
1
1
］
、
蓑
田
蔵
書
、
文
化
九
年
再
板
）

「
7
、
ナ
」
（
角
）

相
　
逢
　
（
古
文
真
宝
前
集
［
2
1
5
］
、
楢
崎
文
庫
、
江
戸
初
期
板
）

初
　
長
音
の
短
音
化

「
よ
　
ば
く
」
（
角
）

楊
　
墨
　
（
孟
子
道
春
点
［
2
2
5
］
、
楢
崎
文
庫
、
享
保
四
年
板
）

カ
「
y
L
（
角
）

仲
子
操
　
（
同
右
［
2
2
5
］
）

「
コ
」
（
角
）

鴻
　
鵠
　
（
同
右
［
2
2
5
］
）

「
ワ
　
シ
ウ
」
（
角
）

大
匠
　
　
（
同
右
［
2
2
5
］
）

一
一
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「
モ
ケ
ナ
シ
テ
」
（
上
欄
の
角
筆
）
、
（
本
文
）
「
設
二
為
序
序
学
校
こ
（
同
右
［
2
2
5
］
）

褒
鞋
（
角
訂
右
［
禦
）

有
レ
喪
「
そ
」
（
上
長
の
角
餐
）
（
論
語
・
孟
子
道
春
点
［
2
4
1
］
、
黄
田
蔵
書
、
文
化
九
年
再
板
）

菅
　
沢
　
「
。
た
し
（
毒
の
雲
｝
（
岡
右
［
2
4
1
］
）

用
　
短
音
の
長
音
化

r
カ
ソ
ト
ウ
」
（
角
）

躍
　
兜
　
（
孟
子
道
春
点
［
2
2
5
］
、
楢
崎
文
庫
、
享
保
四
年
板
）

r
イ
　
　
京
」
（
角
）
l

逸
　
居
　
（
同
右
［
2
2
5
］
）

魚
　
亀
　
（
論
語
・
孟
子
道
春
点
［
2
1
1
］
、
黄
田
蔵
書
、
文
化
九
年
再
板
）
　
（
「
京
」
の
右
肩
に
濁
音
を
表
す
双
点
あ
り
）

「
療
ペ
つ
し
（
角
）

脚
．
四
つ
仮
名

「
サ
ス
ク
」
（
力
）

授
二
弟
子
一
（
孟
子
道
春
点
［
2
2
5
］
、
楢
崎
文
庫
、
享
保
四
年
板
）

衷
カ
」
（
角
）
（
同
右
［
禦
）

「
ぱ
ハ
づ
ん
ば
あ
か
ず
」
（
上
欄
の
角
筆
）
、
（
本
文
）
「
不
レ
奪
不
レ
璽
」
（
論
語
・
孟
子
道
春
点
［
2
4
1
］
、
蓑
田
蔵
書
、
文
化
九
年
再
板
）

の
「
ヒ
・
シ
」
の
混
同

r
針
契
角
）
（
孟
子
雲
点
［
彗
楢
崎
文
庫
、
享
保
四
年
板
）

上
欄
に
も
角
筆
で
「
シ
ヒ
」
と
あ
る
か
ら
、
「
事
」
の
漢
音
「
シ
」
を
「
ヒ
」
と
表
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
ヒ
」
が
唇
音
で

は
な
く
口
蓋
音
に
近
い
音
に
な
っ
て
い
て
、
「
シ
」
と
調
音
点
が
近
い
ゆ
え
に
混
同
が
起
き
易
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

㈲
　
サ
行
音
を
タ
行
音
に
発
音
す
る
。

素
　
餐
「
ソ
タ
ン
」
（
上
欄
の
角
筆
）
　
（
孟
子
道
春
点
［
2
2
5
］
、
治
崎
文
庫
、
享
保
四
年
板
）

等
　
爵
「
ソ
ソ
チ
ヤ
ク
ナ
」
（
上
欄
の
角
筆
）
（
同
右
［
2
5
2
］
）
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こ
れ
ら
は
、
「
サ
ン
」
を
「
タ
ン
」
、
「
シ
ヤ
ク
」
を
「
チ
ヤ
ク
」
と
発
音
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

用
　
訊
俗
音

荷
レ
豪
「
あ
（
ジ
）
か
を
に
お
へ
て
」
（
上
欄
の
角
筆
）
（
論
語
道
春
点
［
2
2
4
］
、
楢
崎
文
庫
、
享
保
四
年
板
）

r
カ
イ
ホ
ウ
し
（
角
）

家
　
邦
　
（
孟
子
道
春
点
［
2
2
5
］
、
楢
崎
文
庫
、
享
保
四
年
板
）

「
ケ
キ
」
（
角
）
（
上
鰭
）
「
ケ
＋
」

弱
　
　
　
（
同
右
［
2
2
5
］
）

「
ス
イ
　
ス
イ
」
（
角
）

追
　
随
　
（
古
文
真
宝
前
集
［
2
1
5
］
、
楢
崎
文
庫
、
江
戸
初
期
板
）

「
サ
イ
ツ
リ
」
（
上
欄
の
角
筆
）
、
（
本
文
）
「
疇
レ
蓑
田
」
（
同
右
［
2
1
5
］
）
　
（
古
形
の
残
存
か
）

「
ハ
ナ
ム
キ
ヲ
」
（
上
欄
の
角
筆
）
、
（
本
文
）
「
以
レ
腫
」
（
論
語
・
孟
子
遺
春
点
［
2
1
1
］
、
黄
田
蔵
書
、
文
化
九
年
再
板
）

最

後

の

例

は

、

「

ハ

ナ

ム

ケ

」

の

靴

で

あ

ろ

う

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

以
上
に
挙
げ
た
例
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
角
筆
の
文
字
は
、
発
音
に
関
す
る
事
項
が
大
多
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
漢
文
本
文
の
字
句
の
読
み
方
　
1
7

を
角
筆
で
メ
モ
風
に
書
き
入
れ
た
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
上
欄
外
に
書
き
入
れ
た
も
の
に
は
、
『
孟
子
要
点
［
禦
』
の
楢
崎
文
庫
本
、
－

享
保
四
年
板
の
、
「
ソ
ソ
チ
ヤ
ク
ナ
」
の
よ
う
な
用
法
も
あ
る
。
こ
れ
は
本
文
の
「
天
尊
爵
也
」
の
読
み
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
ナ
」
は
断
定

の
助
動
詞
の
終
止
形
と
見
ら
れ
る
。

抑
も
、
角
筆
の
文
字
は
、
凹
み
で
書
か
れ
る
と
い
う
特
異
性
か
ら
、
表
記
や
発
音
の
規
範
力
が
弱
く
、
ロ
頚
語
が
端
的
に
表
現
さ
れ
、
靴
俗
音
も

反
映
し
易
い
。
漢
文
の
訓
点
に
は
片
仮
名
を
用
い
る
と
い
う
規
範
を
破
っ
て
、
角
筆
の
訓
点
で
は
平
仮
名
が
交
え
用
い
ら
れ
る
所
に
も
そ
の
一
面
が

現
れ
て
い
る
。
蓑
田
蔵
書
の
『
論
語
・
孟
子
［
2
1
1
］
』
の
上
欄
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
角
筆
の
仮
名
は
、
例
え
は
「
ミ
の
い
た
ず
ら
ヲ
は
じ
て
な
り
」
（
本

文
「
恥
二
窮
之
不
す
達
也
」
）
　
の
よ
う
に
平
仮
名
本
位
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
今
ま
で
緩
々
と
挙
げ
て
来
た
、
発
音
上
の
諸
事
象
も
、
三
原
に
お
け
る

当
時
の
口
頭
語
の
現
れ
と
見
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
文
献
に
よ
る
方
言
史
の
中
国
地
方
三
原
薦
の
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。



三
、
御
調
八
幡
宮
蔵
等
の
角
輩
文
献
に
つ
い
て

御
調
八
幡
宮
か
ら
は
三
点
の
角
筆
文
献
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
平
安
中
期
写
の
　
『
大
般
若
波
羅
密
多
経
巻
第
五
百
九
十
一
』
　
（
紺
紙

金
字
）
一
巻
に
は
、
本
文
中
に
角
筆
の
符
号
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
御
調
八
幡
宮
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
か
否
か
は
未
詳
で
あ
る
。

『
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
』
二
巻
は
、
彩
色
の
絵
十
三
図
と
詞
書
と
を
交
え
た
大
巻
で
あ
り
、
そ
の
十
三
の
図
絵
の
下
絵
を
措
く
の
に
角
筆
の
凹
線

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
書
写
年
時
と
書
写
者
に
つ
い
て
は
、
同
神
社
に
伝
わ
る
霊
明
筆
『
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
』
二
冊
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

即
ち
、
霊
明
筆
本
は
縁
起
絵
巻
の
中
か
ら
詞
書
だ
け
を
書
き
抜
い
た
も
の
で
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
8
）
十
月
二
十
九
日
に
御
調
八
幡
宮
の
神
宮
寺
に
お

い
て
、
永
緑
九
年
（
裏
）
潤
八
月
二
十
八
日
に
伊
香
民
部
大
輔
正
能
書
写
の
奥
書
が
あ
る
絵
巻
を
転
写
し
た
こ
と
が
そ
の
巻
末
奥
書
か
ら
分
る
。
両
一

本
の
本
文
を
比
較
し
た
結
果
、
角
筆
下
絵
の
『
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
』
が
そ
の
親
木
に
当
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
こ
の
角
筆
下
絵
本
は
宝
町
時
　
1
8

代
の
永
緑
九
年
に
伊
香
正
能
に
ょ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
な
る
。
伊
香
家
は
御
調
八
幡
宮
の
文
書
「
備
後
国
御
調
郡
八
幡
大
境
之
事
」
に
伊
香
筑
後
－

守
陸
貞
の
名
が
出
て
お
り
、
現
在
も
御
調
八
幡
宮
の
北
に
あ
る
鉾
が
峯
を
越
し
た
所
に
屋
敷
が
あ
り
、
そ
の
子
孫
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
。
従
っ
て

伊
香
正
能
も
、
同
官
近
在
で
同
社
に
ゆ
か
り
の
者
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
角
筆
が
室
町
時
代
に
備
後
の
御
調
八
幡
宮
辺
で
使
わ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
同
神
社
の
古
経
蔵
か
ら
は
近
時
こ
れ
に
係
り
の
あ
る
木
製
角
筆
が
発
見
さ
れ
た
。
角
筆
の
軸
に
は
朱
の
絵
の
具
が
附
着
し
て
い
る
。
そ
の
詳

（10）

細
は
先
に
拙
稿
で
述
べ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

図
絵
の
下
絵
に
角
筆
の
凹
線
を
用
い
る
こ
と
は
、
今
日
、
絵
の
下
書
き
に
鉛
筆
を
用
い
る
こ
と
に
通
じ
て
お
り
、
鉛
筆
の
無
か
っ
た
時
代
に
は
広

く
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
三
原
市
立
図
書
館
蔵
の
楢
崎
文
庫
の
中
、
元
禄
十
四
年
（
一
昌
一
）
書
写
の
『
通
祭
小
記
』
の
墓
碑
の
図
の
下
書
き
に
角
筆
で
凹

線
を
施
し
て
い
る
の
も
、
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
角
筆
下
絵
は
備
後
地
方
で
も
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

御
調
八
幡
宮
の
角
筆
文
献
の
第
三
は
、
同
官
の
神
宮
寺
座
主
相
尊
模
写
「
板
書
碑
文
」
　
（
再
写
）
一
枚
で
あ
る
。
こ
の
板
書
碑
文
は
、
杉
板
一
枚



で
、
文
化
九
年
（
六
三
）
三
月
十
日
に
、
三
原
の
儒
家
、
青
木
充
延
が
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
相
等
模
写
の
碑
文
を
再
び
模
写
す
る
に
当
り
、
表
裏

全
四
十
四
字
の
各
字
の
輪
廓
を
角
筆
で
凹
ま
せ
て
取
っ
て
い
る
。
板
面
に
角
筆
で
文
字
や
絵
や
符
号
を
書
く
こ
と
は
、
上
代
の
木
簡
に
通
ず
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
も
注
1
0
の
拙
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
も
亦
、
御
調
八
幡
宮
ゆ
か
り
の
者
で
三
原
在
の
儒
家
が
角
筆
を
使
用
し

て
い
る
。

広
島
県
の
角
筆
文
献
で
、
右
述
の
文
献
以
外
と
し
て
は
、
尾
道
天
寧
寺
什
物
の
『
穏
記
集
註
』
二
十
冊
と
、
比
婆
郡
東
城
町
正
安
寺
蔵
『
妙
法
蓮

華
経
巻
第
八
』
、
及
び
双
三
郡
三
和
町
郷
土
資
料
館
資
料
四
点
（
「
附
記
」
参
照
）
が
目
下
知
ら
れ
て
い
る
。
未
だ
調
査
途
中
で
あ
っ
て
、
そ
の
具
体

的
な
内
容
を
述
べ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

四
、
広
島
県
の
隣
接
県
の
角
差
文
献
と
の
関
連

広
島
県
の
角
筆
文
献
は
、
中
国
地
方
の
中
で
、
こ
れ
だ
け
が
孤
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
隣
接
県
に
も
角
筆
文
献
が
存
し
、
そ
れ
と
の
関
連
を

持
っ
て
い
る
。
角
筆
文
献
の
見
出
さ
れ
た
隣
接
県
に
は
、
山
口
県
、
愛
媛
県
、
鳥
取
県
が
あ
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ

る
。山

口
県
宇
部
市
恒
石
八
幡
宮
蔵
『
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
』
二
巻

萩
市
立
図
書
館
蔵
明
倫
館
版
等
四
十
七
点
、
百
四
十
四
冊

愛
媛
県
大
三
島
・
大
山
祇
神
社
蔵
『
伊
予
三
島
社
縁
起
』
一
巻

河
野
甚
助
越
智
通
公
書
写
『
墜
単
記
』
天
和
二
年
写
本
　
二
冊
（
広
島
大
学
文
学
部
国
史
学
研
究
宝
蔵
）



鳥
取
県
米
子
市
吉
祥
院
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
七
帖
（
八
帖
の
内
）

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
も
超
過
し
た
の
で
義
に
述
べ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
広
島
県
の
角
筆
文
献
と
の
関
連
に
お
い
て
簡

単
に
触
れ
て
稿
を
結
ぶ
こ
と
に
す
る
。

恒
石
八
幡
宮
蔵
『
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
』
絵
巻
二
巻
は
、
文
明
十
年
（
一
四
宍
）
書
写
で
、
絵
は
釈
寿
元
、
詞
書
は
釈
徳
恩
が
書
き
、
左
近
大
夫
源
貞

義
の
施
人
に
係
る
。
彩
色
絵
の
十
三
図
の
す
べ
て
に
角
筆
で
下
絵
が
明
瞭
に
施
さ
れ
て
い
る
。
御
調
八
幡
宮
の
絵
巻
よ
り
八
十
八
年
前
の
書
写
で
あ

る
が
、
詞
書
と
十
三
の
図
絵
と
は
大
同
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
兄
弟
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
角
筆
が
絵
の
下
書
用
と
し
て
、
室
町
時
代
の
当
時
、

備
後
だ
け
で
な
く
、
山
口
の
厚
東
で
も
使
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

萩
市
立
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
は
、
平
成
二
年
二
月
の
調
査
で
、
明
倫
館
版
な
ど
の
坂
本
か
ら
、
角
筆
で
文
字
や
絵
を
書
き
入
れ
た
文
献
が
、
計
一

四
十
七
点
、
百
四
十
四
冊
と
い
う
大
量
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
角
筆
が
、
江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
末
期
に
わ
た
っ
て
、
萩
と
そ
の
近
在
の
人
　
知

々
に
ょ
っ
て
使
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
質
と
量
と
は
、
三
原
市
立
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
に
通
ず
る
所
が
あ
る
。
就
中
・
江
戸
時
代
に
ー

お
け
る
萩
地
方
の
口
頭
語
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
三
原
と
同
様
に
、
の
オ
段
拗
長
音
を
u
に
発
音
す
る
現
象
（
例
、
「
桃
橋
」
を
角
筆

で
「
ト
キ
ウ
」
と
表
す
）
、
伺
合
拗
音
「
ク
ワ
」
の
直
音
化
（
例
、
「
関
閑
」
を
角
筆
で
「
カ
イ
カ
イ
」
と
表
す
）
、
川
オ
段
長
音
の
．
開
合
が
同
音
に
帰
す
る

（
例
、
「
鋼
管
」
を
角
筆
で
「
モ
こ
」
と
表
す
）
、
伺
長
音
の
短
音
化
（
例
、
「
葱
罷
」
を
角
筆
で
「
ソ
こ
と
表
す
）
、
㈲
単
音
の
長
音
化
（
例
、
「
雷
迫
」
を
角
筆
で

「
ロ
ウ
へ
ソ
」
と
表
す
）
、
㈹
「
キ
」
を
「
チ
」
と
発
音
す
る
（
例
、
「
穆
木
」
を
角
筆
で
「
チ
ウ
ー
」
と
表
す
）
な
ど
の
諸
現
象
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
又
、
現
在
の
萩
方
言
に
通
ず
る
事
象
も
あ
る
。
正
に
、
角
筆
文
献
に
よ
る
方
言
史
の
萩
眉
の
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

〔注〕（
1
）
　
澤
井
常
四
郎
「
楢
崎
正
員
先
生
」
（
『
山
崎
闇
斎
と
其
門
流
』
昭
和
十
三
年
一
月
）
。

（
2
）
　
三
原
市
立
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
で
は
、
楢
崎
文
庫
本
を
始
め
と
し
て
他
文
庫
本
に
お
い
て
も
、
「
シ
ご
「
ジ
こ
の
音
を
「
シ
」
「
ジ
」
と
表
記
し
て
い

る
。
「
指
趣
（
L
L
ゆ
）
」
を
「
シ
シ
l
」
と
表
す
煩
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
上
方
や
江
戸
の
文
献
で
も
指
摘
さ
れ
、
発
音
上
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
二
二
原



（6）（7）（8）（9）（10）

に
お
い
て
も
同
様
な
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
用
例
は
後
掲
の
通
り
で
あ
る
。

福
島
邦
遺
「
み
ゅ
う
」
と
「
み
よ
う
」
の
交
替
（
晶
舶
禁
空
国
語
学
論
集
』
昭
和
四
十
四
年
六
月
、
『
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
と
国
語
研
究
』
に
再
収
）
。

高
松
政
雄
「
オ
段
拗
長
音
の
一
問
題
」
（
国
語
学
第
八
十
三
韓
、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
）
。

国
立
国
語
研
究
所
霜
冒
本
言
語
地
図
』
の
「
捌
　
き
ょ
う
（
今
日
）
」
の
分
布
図
に
よ
る
と
、
k
y
u
u
又
は
k
y
u
と
発
音
さ
れ
る
地
方
は
、
福
岡
県
を
除
く

九
州
全
域
と
、
新
潟
県
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
諸
変
形
が
沖
踵
に
見
ら
れ
る
。
九
州
地
方
諸
方
言
に
つ
い
て
は
、
前
田
勇
「
九
州
方
言
に
於
け
る
オ
列
長
音
の

開
合
に
就
て
」
（
国
語
学
五
斡
）
を
始
め
、
ヲ
九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
』
　
『
講
座
方
言
学
』
　
（
9
　
九
州
の
方
言
）
の
各
県
別
解
説
で
知
ら
れ
、
福
岡
県
県
境

域
に
つ
い
て
は
岡
野
信
子
霜
『
福
岡
県
域
言
語
地
図
』
　
（
梅
光
方
言
研
究
第
6
号
）
　
「
6
　
土
用
」
の
地
図
で
知
ら
れ
る
。
新
潟
県
に
つ
い
て
は
・
加
藤
正

信
氏
等
の
諸
論
考
を
始
彗
国
語
史
資
料
と
の
関
連
を
扱
っ
た
も
の
に
柴
田
武
「
言
語
地
理
学
資
料
と
国
語
史
資
料
と
の
接
点
」
　
（
国
語
学
七
十
六
韓
）
、

大
橋
勝
男
「
国
語
の
生
き
さ
ま
（
そ
の
十
）
－
オ
列
開
・
合
音
に
関
す
る
現
代
越
後
方
言
と
中
世
国
語
－
」
（
新
大
国
語
十
二
号
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
灰
谷

謙
二
氏
の
教
示
に
基
く
。

吾
川
泰
雄
「
近
古
国
語
に
於
け
る
長
拗
音
『
ゆ
う
』
と
『
よ
う
』
の
相
関
」
（
『
古
典
の
新
研
究
二
』
昭
和
二
十
九
年
十
月
）
。

山
田
忠
雄
「
法
明
憲
子
」
（
『
山
田
孝
雄
追
憶
史
学
語
学
論
集
』
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
）
。

拙
稿
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
二
韓
、
平
成
元
年
七
月
）
。

原
田
文
子
氏
の
調
べ
に
よ
る
。

拙
稿
「
御
調
八
幡
宮
蔵
の
角
筆
と
角
筆
文
献
」
（
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
第
二
ハ
号
、
一
九
八
八
年
十
月
）
。

12

［
附
　
載
］

広
島
県
所
在
の
角
葦
文
献
－
覧
（
所
蔵
別
）

一
、
三
原
市
立
図
書
館
蔵
（
寄
贈
別
）

［
楢
崎
文
庫
］

1
　
大
学
章
句

2
　
中
庸
章
句

江
戸
初
期
板

江
戸
初
期
板

（
角
蟹
文
献
應
号
）

［
2
0
9
］

［
2
1
1
］



34567890

111213141

論
語
集
註

孟
子
集
註

小
　
　
学

古
文
真
宝
前
集

文
選
穿
訓
大
全

論
語
道
春
点

孟
子
道
春
点

郭
注
荘
子

普
流
拾
遺
大
成
謳

通
祭
小
記

神
代
巻
上
下

大
学
啓
発
集

四
冊
四
冊
一
冊
三
冊
十
冊
三
冊
四
冊
十
冊

十
二
冊
一
冊
二
冊
七
冊

江
戸
初
期
板

江
戸
初
期
板

江
戸
初
期
板

江
戸
初
期
板

元
禄
十
三
年
（
一
七
8
）
板

享
保
四
年
（
一
三
九
）
板

享
保
四
年
板

［
2
1
6
］

［
2
1
7
］

［
2
3
1
］

［
2
1
5
］

［
2
2
0
］

［
2
2
4
］

［
2
2
5
］

元
文
四
年
（
一
望
九
）
板
　
　
［
2
2
6
］

元
禄
七
、
八
年
板
（
取
合
せ
本
）
　
　
［
2
2
1
］

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
写
　
［
2
1
9
］

22

江
戸
前
期
板

江
戸
前
期
板

［
桜
山
文
庫
］

1
5
　
書
経
・
春
秋
・
薩
記

61718

1

910

2

古
文
真
宝
後
集

小
　
　
学

書
経
上
下
薩
記
元
、
亨
、
貞

古
文
尚
書
正
文
山
手
点

世
話
千
字
文

七
冊
二
冊
二
冊
五
冊
二
冊
一
冊

寛
永
五
年
（
ニ
ハ
天
）
板

慶
安
二
年
（
二
ハ
四
九
）
板

江
戸
初
期
板

江
戸
中
期
板

安
永
五
年
（
一
七
実
）
板

江
戸
初
期
写

［
2
1
0
］

［
2
2
3
］

［
2
3
2
］

［
∽
］

［
1
9
6
］

［
m
］



2
1
　
御
成
敗
式
目

2
2
　
古
文
真
宝
後
集

霊
　
論
語
春
台
先
度
閉
点

2
4
　
易
経
再
田
鶴
遠
点

［
大
害
院
旧
蔵
］

5
　
竃
頭
朱
註
四
書

冊
一
冊冊

一
冊

江
戸
初
期
写
　
　
　
　
　
［
㍑
］

江
戸
中
期
板
　
　
　
　
　
［
2
4
3
］

天
明
七
年
（
一
夫
七
）
再
板
　
［
即
］

文
化
九
年
（
一
八
三
）
序
、
板
　
［
2
3
3
］

五
冊
　
　
江
戸
中
期
板

［
2
3
9
］

［
黄
田
蔵
書
］

2
6
　
論
語
・
孟
子
逮
蓉
点
　
　
五
冊
　
文
化
九
年
（
一
八
三
）
再
板
　
［
2
1
1
］

2
7
　
易
経
・
書
経
・
春
秋
・
薩
記
芸
後
票
　
八
冊
　
安
政
二
年
（
一
会
五
）
板
　
［
2
1
8
］

2
8
　
史
記
評
林
　
　
　
十
八
冊
　
江
戸
後
期
板
　
　
　
　
　
［
2
1
7
］

［
真
山
文
庫
］

2
9
　
近
思
録
　
　
　
　
八
冊
　
寛
文
十
二
年
（
ニ
ハ
空
）
板
　
［
2
1
5
］

3
0
　
左
停
注
解
辞
誤
上
下
　
二
冊
　
延
享
二
年
（
一
書
五
）
板
　
　
［
2
2
7
］

3
1
　
論
語
・
孟
子
・
大
学
・
中
庸
章
句
　
十
冊
　
江
戸
初
期
板
　
［
2
3
4
］

［
真
田
文
庫
］

32

3
2
　
詩
経
集
註
　
　
　
　
五
冊
　
江
戸
中
期
板

3
3
　
書
経
・
詩
経
・
春
秋
・
論
語
・
孟
子
・
大
学
　
十
五
冊

［
里
村
文
庫
］

［
2
2
9
］

江
戸
後
期
板
　
［
2
3
5
］

3
4
　
書
経
改
点

二
冊
　
　
江
戸
中
期
板

［
2
3
0
］



［
宇
都
宮
七
五
氏
寄
贈
］

3
5
　
十
八
史
略

［
井
上
好
雄
氏
寄
贈
］

3

6

　

敬

斎

兢

3
7
　
文
選
傍
訓
大
全

［
川
口
国
次
郎
氏
寄
贈
］

3
8
　
古
文
真
宝
後
集

［
そ
　
の
　
他
］

3
9
　
院
一
基
効
記

4
0
　
易
経
再
刻
後
藤
点

4
1
　
古
文
真
宝
後
集

4
2
　
詩
経
・
祀
記
・
孟
子

一
冊
　
　
江
戸
中
期
板
（
寛
保
二
年
序
）
　
　
［
1
9
7
］

一
冊
　
　
江
戸
初
期
板
（
明
暦
元
年
序
）
　
　
［
2
1
4
］

十
冊
　
　
元
緑
十
三
年
（
一
七
8
）
板

［
2
4
6
］

二
冊
　
　
寛
文
六
年
（
ニ
ハ
六
六
）
板

［
2
2
2
］

一
冊
　
　
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
板

一
冊
　
　
江
戸
後
期
板

二
冊
　
　
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
板

七
冊
　
　
嘉
永
三
年
（
一
会
○
）
板

［
2
1
2
］

［
2
3
7
］

［
2
1
0
］

［
2
1
2
］
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二
、
御
調
八
幡
宮
蔵

344454

大
般
若
波
羅
密
多
経
巻
第
五
百
九
十
一
（
紺
紙
金
字
）

一
巻
　
　
平
安
中
期
写
　
　
［
3
6
1
］

八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
　
　
二
巻
　
　
永
緑
九
年
（
三
ハ
六
）
写
　
　
［
鵬
］

相
尊
座
主
石
碑
文
写
板
文
（
再
写
）

一
枚
　
　
文
化
九
年
（
一
八
三
）
写
　
［
用
］



三
、
広
島
大
学
文
学
部
蔵
（
各
研
究
室
別
）

［
国
語
学
国
文
学
研
究
宝
蔵
］

4
6
　
蘇
悉
地
潟
羅
経
巻
中
一
巻

4
7
　
古
文
真
宝
後
集
　
　
　
二
冊

4
8
　
楊
伽
経
参
訂
疏
可
、
粛
、
曇
一
一
冊

4
9
　
補
注
蒙
求
巻
上
・
巻
中
・
巻
下

［
中
国
語
学
中
国
文
学
研
究
宝
蔵
］

平
安
時
代
（
院
政
初
期
）
写
　
　
［
1
8
］

慶
長
十
四
年
（
ニ
ハ
究
）
古
活
字
版
　
［
2
5
6
］

寛
文
十
一
年
（
ニ
ハ
竺
）
板
　
　
　
　
［
1
9
2
］

三
冊
　
　
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
板
　
　
［
1
2
7
］

5

0

　

三

体

詩

5
1
　
楚
秤
集
注
同
後
語

5
2
　
文
選
個
註

5
3
　
竃
頭
杜
律
集
解

5
4
　
文
選
音
註

5
5
　
唐
賢
三
体
詩
家
法

［
中
国
哲
学
研
究
宝
蔵
］

5
6
　
孟
子
古
義

5
7
　
論
語
古
義

5
8
　
周
子
全
書

5
9
　
周
易
伝
義

三
冊
四
冊

十
三
冊
二
冊

二
十
一
冊
一
冊

寛
永
二
十
年
（
ニ
ハ
四
三
）
板

慶
安
四
年
（
ニ
ハ
五
一
）
板

承
応
三
年
（
ニ
ハ
五
四
）
板

寛
文
十
年
（
二
ハ
七
〇
）
板

貞
享
四
年
（
ニ
ハ
八
七
）
板

元
禄
七
年
（
ニ
ハ
九
四
）
板

［
2
5
9
］

［
2
6
0
］

［
餅
］

［
2
5
7
］

［
2
5
5
］

［
掴
］

52

四
冊
四
冊
三
冊
八
冊

享
保
五
年
（
三
一
〇
）
板

享
保
五
年
頃
板

江
戸
中
期
板

元
練
十
三
年
（
一
七
8
）
改
板

［
2
6
2
］

［
2
6
4
］

［
2
6
3
］

［
2
6
1
］



［
国
史
学
研
究
宝
蔵
］

6
0
　
線
章
記
上
、
下

6
1
　
明
応
板
三
体
詩

［
文
学
部
福
尾
文
庫
蔵
］

6
2
　
般
若
心
経
秘
鍵

二
冊
　
天
和
二
年
（
二
ハ
八
ニ
）
写
　
　
［
2
7
9
］

一
冊
　
江
戸
初
期
板
（
明
応
三
年
（
這
九
四
）
版
復
刻
）
　
　
［
m
］

一
帖

6
3
　
弘
法
大
師
御
遺
告
二
十
五
ヶ
条

6
4
　
雑
筆
往
来
　
　
　
　
一
冊

室
町
時
代
写
　
　
　
　
　
［
3
5
3
］

一
帖
　
享
緑
三
年
（
云
己
）
写

桃
山
時
代
天
正
頃
写
　
　
［
m
］

［
3
6
7
］

四
、
比
治
山
女
子
短
期
大
学
図
書
館
蔵

6
5
　
孟
　
　
子
　
　
　
　
　
三
冊

6
6
　
薩
記
集
註
　
　
　
　
二
十
冊

江
戸
初
期
板

江
戸
初
期
板

五
、
広
島
県
比
婆
郡
東
城
町
正
安
寺
蔵

6
7
　
妙
法
蓮
華
経
巻
第
八
一
帖
　
元
祓
五
年
（
二
重
）
板
　
　
［
2
6
5
］

六
、
個
人
所
蔵



［
広
島
市
小
原
千
秋
氏
蔵
］

6
8
　
錦
績
段

6
9
　
詩
経
上

7
0
　
害
経
地

7

1

　

位

　

　

記

7

2

　

中

　

　

庸

［
小
林
芳
規
保
管
］

冊冊冊冊冊

寛
文
五
年
（
ニ
ハ
歪
）
板

江
戸
時
代
板

江
戸
時
代
板

弘
化
三
年
（
一
会
六
）
板

江
戸
時
代
板

［
2
9
5
］

［
2
9
6
］

［
3
0
2
］

［
3
0
3
］

［
錮
］
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8

283848

菩
提
心
論
（
高
野
版
）

仁
王
般
若
経

首
楊
厳
義
疏
注
経

古
文
真
宝
乾
坤

近
思
録

孟
　
　
子

近
思
銀

論
語
道
春
点

一
帖
二
帖
十
冊
二
冊
四
冊

一
冊
一
冊
二
冊

文
選
素
本

三

体

詩

三
教
指
帰

監
五
経

十
二
冊

一
冊

巻
上
、
巻
中
、
巻
下

九
冊

江
戸
初
期
板
（
高
田
信
敬
氏
寄
贈
）
　
　
［
1
2
5
］

江
戸
初
期
板
（
花
野
憲
道
師
寄
贈
）
　
　
［
1
8
8
］

天
和
三
年
（
ニ
ハ
仝
一
）
板
（
花
野
憲
遺
師
寄
贈
）

元
文
五
年
（
一
書
○
）
板
（
神
贋
徳
治
氏
寄
贈
）

貞
享
五
年
（
二
六
八
）
板
（
佐
藤
仁
氏
寄
贈
）

江
戸
中
期
板
．
（
山
本
真
吾
氏
寄
贈
）
　
　
［
2
7
3
］

江
戸
中
期
板
（
柚
木
靖
史
氏
寄
贈
）
　
　
［
2
7
4
］

江
戸
中
期
板
（
柚
木
靖
史
氏
寄
贈
）
　
　
［
2
7
5
］

承
応
三
年
（
ニ
ハ
菖
）
板
　
［
3
5
6
］

江
戸
中
期
板
　
　
［
3
5
7
］

二
冊
　
　
元
緑
十
年
（
ニ
ハ
九
七
）
板
　
［
3
6
1
］

江
戸
中
期
板
　
　
　
　
［
3
6
4
］

［
2
5
3
］

［
2
6
7
］

［
2
5
1
］

7

2



8
5
　
孟
子
集
註

四
冊
　
　
仙
台
養
賢
堂
板

［
3
7
5
］

〔
附
記
〕本
稿
を
脱
稿
し
た
後
、
平
成
二
年
七
月
末
に
、
広
島
県
双
三
郡
三
和
町
の
郷
土
資
料
館
で
開
か
れ
て
い
る
「
教
科
書
と
学
習
用
具
の
移
り
変
わ

り
展
」
を
見
学
に
参
り
、
展
示
中
の
江
戸
時
代
の
板
木
か
ら
次
の
四
点
の
角
筆
文
献
を
発
見
し
た
。

H
　
孟
　
子
二
　
（
巻
之
三
－
巻
之
六
）
　
一
冊
　
江
戸
後
期
板
　
［
3
7
1
］

⇔
　
大
　
　
学
後
藤
点

肖
　
論
語
古
訓
正
文

㈲
　
唐
詩
選

一
冊
　
莞
紅
琵
　
　
［
3
7
2
］

一
冊
　
　
天
明
七
年
再
板
　
［
3
7
3
］

一
冊
　
　
文
化
十
年
再
板
　
［
3
7
4
］

坂
田
博
造
氏
歳

時
川
利
典
氏
寄
贈

坂
田
博
造
氏
蔵

坂
田
博
造
氏
蔵

同
町
文
化
財
保
護
委
員
の
加
藤
馨
氏
の
教
示
に
ょ
る
と
、
こ
れ
ら
は
土
地
の
旧
家
に
伝
来
さ
れ
た
も
の
の
由
で
あ
り
、
備
後
方
言
を
反
映
す
る

土
地
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
「
方
言
国
語
史
」
の
た
め
に
も
有
益
な
資
料
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た

ヽ
　
〇

、
．
レ
〔
追
記
〕本
稿
の
校
正
中
に
、
広
島
市
立
図
書
館
小
田
文
庫
（
広
島
県
山
県
郡
有
田
の
小
田
家
旧
蔵
書
、
二
四
六
九
冊
）
の
中
か
ら
大
量
の
角
筆
文
献
を

発
見
し
た
。
目
下
調
査
中
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
の
按
は
別
に
得
た
い
。
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大
学
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学
部
　
教
授
）




